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第二次世界大戦が終 わって後,英 語(な い し
米語)は 国際的な会議や貿易 などの場で用い ら
れる言語 として,ます ますその通用度を増 して,
かつてのフランス語の地位 をはるかに越えて し
まった。この情勢 に対応 してほとんどの大学の
教 養課程では,英 語 を必修 の第一外 国語 とし,
それ以外の言語 を第二,第 三外国語 として,学
生に選択学習 させていた。す なわち学生が将来
どのような分野に進むに しろ,英 語 を用 いる能
力が絶対 に欠かせないと考えられたか らである。
この判断はその後の国際情勢の進展 に照 らし




展 開 していったので,イ ンターネ ット関連の基
礎言語が英語 を主軸 に構築 された。つま りイン
ターネッ トを効率的 に使用す るためにはどう し
て も英語の力が必要 とされ,社 会の情報化が進
めばすすむほ ど世界共通語 としての英語の重要
度が高 まるとい う事情 のあることは,誰 の目に
も明らかであろう。
ただ し大学 における英語教育が,現 在 この よ
うな世界情勢 に対応 して構築 され実行 されてい
るか どうか,ま た もしそうである としても,そ
の方向の英語教育が本当に望 ましいかどうかは,
必ず しも自明ではな く,関係者の今後の研究 に
待つ ところが多い と思 われる。 しか もこの問題
は小学校か ら英語教 育を始 めようとす る動 きと
も関連す るので,き わめて広範で複雑 な議論 を
必要 とす るであろ う。ただ少な くとも,英 語教
育が他 の外 国語教育 とは全 く異なる要素 を多 く
含 んでいることだけは明らかであって,そ の意
味で,大 学における 「外国語教育」一般の問題
とは,区 別 して論 じられなければならない。
b.英語以外の外国語教育の問題
大学で教 え られている外 国語 には ドイツ語,
フランス語,ロ シア語,ス ペイ ン語,イ タリア
語,中 国語,韓 国語な どの現代語 と,ギ リシア
語,ラ テン語 をは じめ とする古典語がある。 こ
れ らを選択す る学生は,あ る者はフランス文化
の専門的研究者になるためにフラ ンス語 を,ま
たあ る者 は中南米 との貿易 にたず さわるために
スペイ ン語 をというように,そ れぞれ自分の将
来像 との関連 で授業の選択 をす ると思 われ る。
これ らのうち,ギ リシア語や ラテン語,サ ンス
クリッ トやアラビア語,古 代 ・中世のヨーロッ
パ各国語 など,最 初か らきわめて専 門的学術 的
な目的で学ばれる ものは別 として,現 代外国語
を扱 う授業 においては,最 近そのすべてに共通
する教育理念上 の変化が生 じている。それ は,
いわゆる 「国際化時代 にふさわ しい外国語教育
を」とい う有形無形の要請によるものであって,
この要請 に対 して どの ように対応 すべ きか に,




ドイツ語 に してもフランス語に しても,近 代
ヨーロッパ語が大学で教え られているのは,明
治時代 に成立 した旧制度の高等学校 のカリキュ
ラムを現在 の大学が引 き継いだ ことから来てい
る。当時の 日本の指導的地位 に立つ人 々は,自
然科学,人 文科学,工 業技術な どのいずれの部
門を問わず,日 本の学術 ・文化の水準 を高め る
ために,多 くの学術書 をヨーロッパ語で読み解
き,EI本語に翻訳 して,書 かれてある内容 を日
本 の文化の発展のために使 う能力 を持たねばな
らなかった。すなわちそこに問われたの は 「相
互理解」ではな く,一方的な理解 と受容 とであ
った。 したがって,語 学 とは 「解読の学」であ
ればよく,語 学の授 業はまず何 よりも読解力 を
つける授業でなければならなかったのである。
この伝統は旧制高等学校の語学教師が,第 二
次世界大戦後 に誕生 した新制大学の語学教 師に
転 身 した とき,そ のまま引 き継がれた。そ して
この 「読解の学 としての語学」伝統が,多 少の
疑問を当事者の胸 に抱 かせなが らも,戦後 の経
済成長の時期 にも,ほ とんど変化 な しに生 き続
けたのであった。
日本が経済成長に成功 し,世 界で経済 ・文化
上の役割 を担 うようになった とき,日 本の指導
者層が 「受容 と応用」の能力 にす ぐれ,「交流 と
貢献」の能力に乏 しい とい う批判が,色 々な場
で発せ られる ようになった。そ してその原因の
一つ として 「大学における語学」 のあ りかたが
指摘 され,当 事者に対 してその改革が陰に陽に
求め られているのである。 しか しこの問題 を誰
よりも早 くに気づ き,切 実 に改革に取 り組んで
きたのは,実 はその当事者である語学教師たち
であ った と思われる。 その証拠 に,「会話 の楽
しめる外 国語」 とい うような題名の教科書が,
経済成長期の半 ばごろか らしきりに出版 される




話 を目指 した外 国語が必ず しも当初思ったほ ど
の支持 を学生か ら得 られないことであって,理
由は,そ の程度の練習では 「実用」に役立 たな
い とい うことが分か ってきたか らである。つ ま
り英語が国際語 としての通用度を高めれば,そ
れ以外の言語での会話能力をつける必要は薄れ,
意思疎通 なら英語 だけでその目的が果たせ るか
らである。英語 を意思疎通の手段 とする 「国際
化」が進めば,英 語以外の外国語教育で 「会話
能力」 の育成 に重点 を置 く必然は薄れてゆ く一
方である。
だが,本 当にそれで よいのか。 もう多国語 を
話 し書 く能力 は必要がな くな り,英 語が達者で
あればそれですむのか。 この単純 な英語重視の
風潮 を,真 の 「国際化」 と呼べるのか。
これは外国語教育全般 を視野に納めて考察す
べ き問題であろうが,し か しそれはさしあた り
筆者の能力 をはるかに越 える仕事 なので,本 論
においてはまず焦点 を 「ドイッ語教育」の上 に
しぼ り,そ こに見えて くるものか ら,さ さやか
なが ら筆者の見解 をまとめてみたい と思う。
2.ドイ ツ語 教 育 の意義
a.一般的な語学教育において
大学の従来の一般教育 において,英 語 に次 い
で受講者の多いのは ドイツ語 とフランス語であ
った。その理由は旧制高等学校 において ドイツ
語 とフランス語が非常 に重要視 されて来たこと
にあ り,こ の伝統がそのまま新制大学に引 き継
がれたことによる。ここで はフランス語の問題
は別 と して,ド イツ語 だけに焦点 を当 てるが,
ドイツは第二次世界大戦の敗戦 によって国際的
影響力 を一時的に失 ったにもかかわ らず,そ れ
によっても日本の大学の ドイツ語教師の数が急
に減るということはなかった。いわゆる教養課
程語学教育 における ドイツ語重視はその後 も長
く続 き,し か も授業 におけるテキス ト講読重視
の傾向 も続いた。
その後だんだんと語学教育における英仏独語
中心主義は是正 され,さ まざまな現代外 国語が
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科 目に取 り入れられたが,そ れは 「国際化」現
象 と歩調を合 わせる もので もあったので,時 代
の要請する実用性の面 を色濃 く反映する ものだ
った。 ドイッ語教育 もこの風潮 に影響を受けざ
るを得なかった。
しか しなが ら,「実用性」 の内容は時代 と共
に変化する。書物 よりも映像 による文化受容 の
時代 とな り,ツー リズムの繁栄 に煽 られて,ド
イツ語教師たち も新 しい形の授業 を開拓 しなけ
ればならなくなったが,しか しそこには今度 は,
「国際化」 イコール英(米)語 の世界支配 とい う
壁が立 ちふさがっていた。旅行や国際会議な ど
は英語で片がつ くとなれば,読 書 に重点を置か
ない ドイツ語 に,ど のような面で新 しい教育の
可能性が期待 されるのだろうか。
近年の状況 を見る と,大 学のカリキュラム改
革では従来の第一外 国語,第 二外 国語の区分 を
廃 し,一 ケ国語のみ を必修 とす る改変が行われ
ている。結果的には英語を重視 し,そ れ以外 の
外国語 は軽視 ない しは無用視す る傾向 にある よ
うで ある。 しか しなが ら大学 における科 目は,
単 なる経済性,実 理性 ない し功利性 によって重
要度 をきめ られるものではない。む しろ英語が
イギ リス(な い しはアメリカ)と い う国の歴史
や文化 とは直接何の関係 も無い場で も,単 に外
国人 どうしの間での意思疎通のために用いられ
る世界通用語 とな り,純粋 な意味での 「外国語」
としての性質 を失 っている現在 こそ,外 国語の
学習の本来の目的は,英 語以外の外 国語によら
なければ達成で きない と言 うべ き状況 にあ る。
そ して ドイツ語の教育 もまた,そ の意味で大 き
な役割 を持つのである。
ドイツに旅行 した り,世界の どこかで ドイッ
人 と出会 った りしたお りに,私 たちが ドイツ人
たちと英語で意思 の疎通 をす ることには何の困
難 もない。 これを別の視点からみれば,日 本 に
い る外 国人の誰 か と英語で話 しているか ぎり,
その人が ドイッ人であろうとフランス人であ ろ
うと,ト ルコ人であろうとエジプ ト人であろう
と,本 質的 には大 きな相違はない。英語が上手
か下手か とい う違いはあって も,要 するに意思
が通 じ合 えばそれで用が足 りるのである。 しか
し相手が ドイツ人であ り,も しこちらにも ドイ
ツ語 を使用する能力があって,ド イツ語で話 し
合 うことがで きれば,相 手が背後にどのような
文化や生活形態 を背負った人間であるかが,言
語感覚 をとお して感 じ取 られ,相 互理解が血の
通った人問的な ものになるのである。そこには
英語 を通 してす る相互理解 とは,本 質的に異 な
るものがある。 なぜ ならば各国の言語には,そ
の国に住 む人間たちの生活感覚が染み付いてい
るか らであ り,単 なる意味の伝達以上のものが
言語 を通 して伝 わって くるか らである。
ドイツ語教育 は,英 語が国際通用語に変身 し
てゆけばゆ くほ ど,国 際的理解の感覚 を学生 に
身 につけ させるために,他 の外国語 と共 に今後
ますます必要 となるはずであ り,また必要 とさ
れなければならない。
b.ドイツ語専攻の教育において
大学で専攻する専 門分野 として,例 えば ドイ
ツ文学科,ド イツの文化 と社会 などという名称
の学科があ り,そ こで は主 に ドイッ語 と ドイッ
文化 を学ぶことをカリキュラムの主軸 に据 えて
いる。そ こで学ぶ学生の うちの多 くは,卒 業 し
てか らあ とは社会 に出て,ド イツ語 を使 う能力
が評価 される職業 につ くことを希望 していると
思 われる。勿論若干の学生 はさらに,ド イツ語
学,ド イツ文学,ド イツ史,ド イツ経済,ド イ
ツ法な どの専門研究に進み,将 来 は研究者や教
育者になってゆ く。それでは現在,こ の ような
専 門家養成教育の場で行われている ドイツ語教
育 は,ど の ような問題 に直面 しているのであろ
うか。
この分野 も,大 きく見て,一 般の語学教育に
おける ドイツ語教育 と同 じ状況 にある と言 って
よい。つ ま り国際化が もっぱら英語 を共通言語
として進 んでいるので,実 社会で ドイツ人 と意
思疎通 をするだけならば,必 ず しもドイツ語 を
学ぶ必要はない と考 える風潮が,こ こにも侵入
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して きてい るのである。そ して多 くの教 師は,
かえって 「生 きた言語を通 しての国際化」の努
力をあ きらめ,英 語化 されていない ドイツ語の
文献 を解読する能力の開発 だけに専念す るとい
う,い うなれば一種の退行現象に身 を任せ てい
る。勿論そ うなれば ドイッ語 を専 門とす る学生
の数 も減少 し,い ずれ学科 その ものが 「採算 に
合 わない」 として,経 営者 によ り抹殺 されるで
あろう。
先 に一般学生 を相手 にする語学教育の ところ
で,ド イッ人 と英語で話 している限 り,その人
間の背後 にある文化やその民族に特有の考 え方
感 じ方が伝 わ らないとい うこ とを述べ たが,ド
イッ人や ドイツ民族 に固有の文化 は,決 して国
際通用語 としての英語を通 して体得 できるもの
ではない。すなわち大学で教 えられる ドイツ語
は 「生 きて」いなければならないのであ る。生
きた ドイツ語 を駆使で きる人材が少な くなれば,
ドイツに対 する理解 も対応 も,すべ て英語(な
い し米語)し かで きない人材の判断によって左
右 されることにな り,ド イツ人の行 う政治 も経
済 も学術 も,本 当の意味で評価す らできなくな
って しまう。 これこそ国際的な相互理解の幅 を
いち じる しく狭 くし,人類文化の多様性 を知 ら
ない無教養な日本人 を作 り出す道ではないだろ
うか。
それでは新 しい時代 にふ さわ しい 「生 きた」
ドイッ語 とはどのようなものでなければな らな
いか。それは相手の人間の背後にある民族的慣
習や文化的特質な どのすべ てを,相 手の母国語
を通 して直接 に感 じ取 り理解することがで きる
ように,ド イツ語 を身につける ことである。一
般 の語学授業 において も,ま た ドイツ研究の専
門学科の教育 において も,同 じドイツ語教育で




いる 「コ ミュニケーシ ョン」なのだが,こ の言
葉 を 「国際的相互理解のい となみ」 とい う意味
に用 い なが ら,あ るべ き 「コ ミュニケ ー シ ョン」
教 育 の あ りか た を,ド イ ツ語教 育 につい て考 察
して見 た い と思 う。
3.コ ミュニ ケー シ ョン能 力の開発 をめ ぐる
考察
a.バイリンガルに育 った体験か ら
筆者が ドイツか ら帰 国して,大 学で ドイツ語
を教 えるようになってから,も う10年が経 とう
としている。私は小 学校5年 生の頃か らずっと
ドイツで育 ち,中 学1年 に当たる歳に両親が 日
本 に帰 った後 は ドイツ人の家庭で生活 して,そ
のまま(勿論 ドイツでは呼び方が違 うが)中学 ・
高校 ・大学 と進んで,ド イツで音楽教師 として
就職 した。つま り私 には ドイツ語が母 国語 だと
いって よい。 しか しその反面,ド イツに渡 る前
に家庭教師について,小 学校6年 の教科書 を一
通 り学び終えていたし,両 親 との約束で毎 日日
本語で 日記 をつけて日本 に送 り続 けたか ら,日
本語 も普通 に使える。その上夫が 日本人なので,
結婚後 は ドイッにい る頃も家庭 ではほ とん ど日
本語 を使い,子 どもも日本語で育 てた。つま り
私 はバ イリンガルなのである。
1992年に帰国 して,さ っそ く幾つかの大学で
ドイツ語 を教 えることになったが,平 均 的な ド
イツ人 と同様 に,私 は 「ドイツ文法」 を意識的
に勉強 した ことがなかったので,ま ず 自分がそ
れ を,「一か ら」学ばねばならなかった。 これ
は私 にとって,か な り新鮮 な体験であった。今
まで自然 に使 っていた言葉 を分析 しなが ら,語
尾変化 などもなるほ ど,そういうことなのか と,
謎が解 けた ような気持 ちの良 さを感 じた。何 も
知 らず に使 っていた分離動詞や助動詞活用の使
い方,文 章の終わ りに分離 した頭の部分が枠の
ように置かれて しめ くくられ るなど,文 章 を最
後 まで きちん と聞かない と気持 ちが悪い と感 じ
る ドイッ人の性格が,な ん とはっきり文法 に反
映 しているのだろうと,私 な りに感心 し,改 め




言 葉 に は,当 然 な こ とには違 い ないが,そ の
国 の人 の性格 が よ く出 る。 あ ま り自我 の主 張 を
好 まない 日本 で は,「わた し」 とい う言葉 をで き
るだ け避 け,自 分 の意志 を言 わ ない で コ ミュニ
ケ ー シ ョン を成立 させ よ う とす る傾 向 が あ る。
た とえば,
「ね一,ど うす る?」 「う一ん。ど うしようか?」
な どと,探 りを入れ なが ら会話が 成立 して ゆ く。
これ に対 して ドイツで は,ま ず 自分 の意 見 を は
っ き りと,し か も}し っか りと言 わ ない と,相
手 に軽 蔑 され て しまう。で は上 の ような会話 を
す る場合 に,ド イツ人 な らば どの よう に言 うで
あ ろ うか。す なわ ち彼 らは
「私はこうしたいのですが,あ なたはどうした
いですか?」
とい う ように,ま ず 自分 の意見 をは っ き り言 っ
て か ら,相 手 の答 え を待 つ の で あ る。 相 手 も,
決 して こち らの意 見 に惑 わ され た り遠慮 した り
す る こ とはない。 まず は っ き り自分 の考 え をの
べ る。例 えば,
「私 は こう したいの です」
と言 ってお い て,も し双 方 の意見 が違 ってい た
ら,そ れ か ら二 人で話 し合 う。
この よう に,相 手 の 国の生 活習 慣 や文化 な ど
に よって,表 現 の流 れ,呼 吸,マ ナー な どに違
い が あ り,し か もそ こ には一 種 の ルー ルが あ る
か ら,そ れ を教 えるの が 「コ ミュニケ ー シ ョン
授 業」 の大 きな 目的だ と思 う。
私 に とって は ドイ ツ も 日本 も母 国で あ り,と
もに同 じ程 度 に感 覚 的 に近 い位 置 にあ るの で,
ドイ ツで は 自然 に ドイツ人 の よ うに振 る舞 い,
ドイツ人 が話 す よ うに話す が,日 本 にい る と き
に は,全 くの 日本 人 で あ っ て,日 本 的 に考 え,
話 し,行動す ることに,す こ しも違和感 を覚え
ない。 しか し改めて自分の行動や言語表現 を観
察 してみ ると,こ んなことは ドイッにいる時は
絶対 にしないな,言 わないな,と 思 うことが し
ば しばある。住む ところによってこんなに違っ
ていて良いのか しらと,ふ と自分がカメレオン
にで もなったように思 えて くるほどである。
しか しその反面,日 本の社会では当然 とされ
ている事象 に対 して,も しドイツ人がこれを見
た らどう感 じるか とい うことは,全 く自然 に分
か って しまう。 これをつ きつめれば,日 本語 を
母国語 としている自分 に とっては当然 なことだ
と思 われる事象が,ド イツ語 を母国語 としてい
る自分 には不都合だ と思 われる現象があるとい
うことである。 これがある意味でのバイリンガ
ルの人間の悲劇で もあ り,ま た運命の恩寵で も
あるのだが,そ のような場合 に私は,「自分」は
いったい どのように対応 し反応 したらよいのか,
とい う問いにr改 めて立 ち向かわねばな らな く
なる。そ してそのときに初めて,「本 当に正 しい
答 え」が何か を考 える体験が私 に生 じるのであ
る。
b.バイ リンガル教師 としての体験か ら
日本 に帰 ってr大 学の ドイツ語教育 に携わる
ようになった私 は,上 に述べたような体験 を通
して気づいたことを,私 の中で意識化 し,記憶
して体系化す るように努力 した。そ して授業の
際にそれ らを,具 体的な例 を引 きなが ら,学生
に教 えてゆ くことを試 みた。 なぜ なら,そ こか
らこそ真 の国際間の コミュニケーシ ョンが始 ま
るのだ と信 じたか らである。その営みの中でい
ろいろな発見があったが,そ れ らを煎 じ詰 めて
分か りやす く言えばT次 の ようなことになろう
か と思 う。
従来の ドイツ語教育では,普 通の場合 まず初
級文法 を教 える。 これは確かにもっとも簡単 に
即席の読書力 をつける方法であるが,こ の方法
で学べば,辞 書 を引 きなが ら難解 なテキス トの
意味 を何 とか解読することはできて も,ド イツ
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語 を用いて簡単 な意思表示 をす ることす ら困難
である。たとえもしそれで ドイツ語の文章が作
れるようになった として も,日本 的な感覚で文
章を作 って,普 通に日常会話で使 われる日本語
文 とおな じように用いると,思 い もかけない誤
解が生 まれた り,相 手に非常 な不快感 を与えた
りす ることがあ る。つ まりドイツ語で話 した り
書 いたりしたつ もりで も,本 当の意味での コミ
ュニケーシ ョンが成立す るどころか,か えって
逆 の効果 を生み出 しているこ とす らあるのであ




とは異な り,親しみやす く楽 しく学べるように,
さまざまな工夫が なされるようになってお り,
さまざまな出版社が工夫 をこらして,カ ラフル
な,イ ラス ト満載の文法教科書や,読 本類 を提
供 している。内容 も留学仕立てのもの,ス ポー
ツ中心の もの,観 光地め ぐり,環境問題 をテー
マ にした もの,大 学生の 日常生活 を題材 に した
ものな ど,著者の先生方があ りとあ らゆる工夫
をこらしてお られ るのは確かである。 もちろん
「コミュニケーシ ョン」を意識 して,全 体が会話
文 になっている もの も少 な くない。「簡単」「や
さしい」 「面 白い」「若い世代 のための」等々の
キャッチフレーズ を題名に取 り入れた もの も多
い。いかにもこれ一冊 を勉 強すれば ドイツ人 と
コミュニケーシ ョンがで きそ うな題名の本 ばか
りである。
しか し本当にそんなにたやす く,ド イッ人 と
コミュニケーシ ョンが とれるようになる ものだ
ろ うか。たとえば,初 級文法 を良 く学び,問 題
集 もちゃんと解いた学生が,道 で偶然明 らかに
ドイッ人だ と思われ る人 に出会い,そ の人か ら
英語であれ ドイツ語であれ,と にか く何 か尋ね
られた としよう。 とっさに ドイツ語で返事が返
せ るだろうか?ま た もう少 し進んで,雑 談風の
お しゃべ りがで きるだろうか?た とえばた どた
どしくて も良いから
「も しか して,あ なた は ドイツ人で すか?」
「私,い ま大学 で,ド イツ語 を少 し勉 強 してい
るんで す。」
「私 もそち らの方角 に行 くところです か ら,し
ば ら くご一緒 しま しょうか?」
「観 光 で 日本 にい らっ しゃったのです か?」
な どと自然 に対応 して,相 手 との間に心の橋が
架け渡せ るだろうか。 この ような会話 は ドイツ
にいればごく普通 になされる もので,人 間 と人
間の出会いの きっか けであ り,こ とによる と新
しい運命の出発 点 ともなるものである。 もし学
生 にそれがで き,相手 に通 じた ら,そ れは立派
に異文化圏の人 との コミュニケーシ ョンに成功
したことであ り,学生 にとっては大 きな自信 と
もなるのである。 しか し現在の大学の ドイツ語
教育で育った学生 には,この 「ごく普通のこと」
す ら,残念 なが ら,一 般的にはそう簡単にはゆ
かないのが 「普通」であろう。
4.大学 にお ける ドイツ語 「コミュニケ ー シ
ョン」授 業 へ の提言
a,有効なコミュニケーション授業形成の試み
以上の ような体験か ら,筆者 は学生がこの よ
うな学習結果 しか得 られないのはなぜか,そ の
原 因が どこにあるのかをいろいろ考 え,ま た,
自分の担当 した学生 たちに,今 までうけた コミ
ュニケーシ ョンの授業が どの ような内容だった
のかを尋ねてみた。その結果,要 す るに 「実用
的な ドイツ語」 とい う触れ込みの授業や 「ドイ
ツ語 コ ミュニケーシ ョン」な どという名の科 目
はあるけれども,そ こでは本当の意味での 「コ
ミュニケーション」の勉強がなされてはいない
か らだ と考 えざるをえなくなった。
コミュニケーシ ョン能力を高めることに重点
をおいている教科書があま りにも少な く,し か
もそのほとんどが初級文法書 と同 じ内容の もの





キス ト)を抜 きにしてただ並べ ただけの,無 内
容な会話の例文 を丸暗記 させた り,例文に した
がって単語 を入れ替 えて,動 詞の形 を変 えれば
で きるような練習問題 をさせ た りしているとの
ことだった。先生が事前 に日本語で録音 してお
いたテープを,学 生 たちが同時通訳の ように ド
イツ語で言い直す,と い うコミュニケーシ ョン
授業は好評だった らしいが,こ れは とっさに ド
イツ語が口から出て くるようにす る練習には有
効 かも知れないが,自 分が相手に伝 えたい内容
を表現するという意味 での コミュニケーション
ではない。
ドイツ人の先生には,一 切 日本語 を使わせ な
くて,た だひたす ら先生の発音 と言い回 しを真
似 させ て,鵬 鵡返 しを上手 にす ることが会話の
勉強である と思 っている人が多い らしか った。
そ していきな り,明 らかに難 しす ぎるヴィデオ
を見せ,ド イツ語で質問 をし,そ れに ドイツ語
で答 えさせ ようとして,学 生 をパニ ックに陥れ
ることが しば しばあ り,先生 自身は何が学生 に
とって無理な要求なのか,全 く見 当がつかない
らしい というのである。いたず らにこのような
練習 をい くらさせて も,そ こからはコ ミュニケ
ーションの能力が育つわけがない。
コ ミュニケー シ ョンの授 業 とは,「話 し方」
「話の運び方」 「話の内容」 などを総合 した,話
すことその ものに重点 を置 く授業の ことである。
また,聞 き取 りには,普 通に話 される速度で話
された言葉 を聞き取 るこ とが大事で,そ うで な
ければまった く役 にたたない。教科書にはしば
しば,非 常 に分か りやす くゆっ くりと明瞭 に発
音 されたレコー ドがついているが,そ のような
話 し方は日常の会話 とかけ離れているので,そ
んな 「実在 しない」話 し方 に慣 れると,い ざ実
際に本当の ドイツ人の前 に立 ったときには,ほ
とん ど何 も聞 き取 れないであろう。そ して,恐
らくは焦るか絶望す るか して,そ の先 の勉強 を
続ける気力 を失 うのが落ちであろう。
先に述べた ように,筆 者は大学で語学 を教 え
て もらった経験 がな く,日本語 もドイツ語 も生
活の中で 自然に覚 えたものである。したがって,
日本の大学で一般的 に行われている教 え方で は
学生にコミュニケーシ ョンの力 を育成す ること
がで きないとすれば,自 分で全てを独 自に考 え
出す しかない。
そ こで,自 分が ドイツ生活の初期 に,い きな
り全 く理解 できない言葉の海の中に放 り込 まれ
て,ど うして次第 に謎解 きの ようにr少 しずつ
他人の言 っていることが分かる ようになってい
ったのか を考 えてみた。そ して 自分 が していた
のは,き まった状況のなかで きまって使われる
表現 を発見 し,そ れをその まま自分の ものにす
る営 みだったこ とに思いいたった。すなわち状
況に対応す る表現のパ ターンである。勿論初め
の頃は意味が よくわか らない ままに,言 ってみ
るとよ く通 じるからというだけで使 っていた り,
その うちにはまた,ド イツ語ので きる日本人に
意味 を尋ねた りしなが ら,手探 りで進 んでい っ
たわけである。 しか し次第に多 くの状況に遭遇
して,そ の都度それぞれの場の基本的な表現パ
ターンとそのヴァリエーシ ョンとを覚えて,自
分の レパー トリーを増や している うちに,い つ
とはな しに無意識 に,そ してまった く自然 に思
ったことが 自由に言 えるようになっていた。
これは恐 らく基本 的には,赤 ん坊が言葉 を覚
えてゆ く過程 と非常 によ く似 た ものだったのか
も知れない。これまでまった く知 らなかった ド
イツ語の世界 に投 げ入れられ,ひ たす ら日常の
生活の中でであ うコミュニケーシ ョンの場 にお
いて表現 を覚えてゆ くという点では,赤 ん坊 と
同 じ状況にあった と言 えるか らである。 しか し
筆者には,日 本語 を使 ってコミュニケーシ ョン
をするとい う体験がすでにあった。すなわち12
歳 には12歳なりの人生経験があ り,12歳なりの
思考力 と判断力が あったということが,赤 ん坊
とは違って比較的短時間の うちに,新 しい言語
を一つ 自分の言葉 とすることを可能 にしたので
ある。
筆者は 自分の経験か ら,新 しい言語の習得法
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の原則が ここにあると確信 している。そ してそ
の確信 に基づいて,コ ミュニケーシ ョンの授業
をするにあたっては,毎 回いろいろな状況(会
話のシチュエーション)を 設定 して,そ の状況
で よく使 われる表現 を学生に覚えさせることに
している。そ して さらに,そ の場で守 られなけ
ればならない表現上のルールをあ らか じめ しっ
か り教 えるのである。それは状況 におうじて取
らなければならない行動や,失 礼 にあたるか ら
決 して口に してはな らない言い回 しなどである
が,実 際にコミュニケーシ ョンで成功するの も
失敗す るの も,こ うい った生活慣習や言語表現
上の心理 に鋭敏 な感覚があるか どうかにかかっ
ていることを,学 生 に教 える必要があるか らで
ある。
また学生 自身が状況 にあった表現 を考え出す
練習のためには,事 前 にテーマを与え,そ のテ
ーマで自由にスキッ ト(寸劇)を 作 ってこさせ
て,ク ラスの全員の前で発表 させることも効果
がある。その時には,用 いられた言葉や表現 の
もつニ ュアンスが状況に合 っているか,あ るい
はそ うでないか をその場で指摘 し,文法的な誤
りを直 し,適 切 な表現の例 を示す。そ して,話
題の内容の もってゆき方,会 話 の流れが不 自然
でないかなどもチェックする。発表者以外 の学
生 たちには,発 表 を聞 きなが らその内容を 日本
語で書 きとるように指示 してお く。これは内容
の聞 き取 りの大変 よい訓練 にな り,個 々の単語
の発音の正確 さよ りも,ナ レーションの技術で
聞き手 に理解 させることの大切 さが,実 感 によ
って体得 される。発音に上手下手があるのはあ
ま り問題 にすべ きではな く,通 じる範 囲な らば
うるさくは直 さないほうが よい。
聞 き取 りの難 しさは最後 までなかなか克服で
きない ものである。概 して女性 よ りも男性が聞
き取 りに困難 を感 じるようだ。筆者 はその対策
として,ド イツの 日常生活 などをテーマ別 に収
録 した,ド イツ人が普通 に行動 しなが ら話 をし
ているヴィデオを,し ば しば見せ ることにして
いる。5分 ほ どの短 くまとめた ものだが,そ れ
を各 フレーズが完全 に聞 き取れるまで,何 度 も
何度 も巻 きもどして聞かせ るのである。聞 き取
れた学生がいればそれ を言わせ,そ れが難 しい
ときには単語 だけで もい くつか聞 き取れた ら,
それ を言 わせ る。 こうした作業 を積み重 ねて,
自力で全部最後 まで聞 き取れた後 にテキス トを
渡 して,も う一度 目で確認 しなが ら聞いてみる
と,本 当によく理解が浸透す る。 この練習の回
数 を重 ねるごとに,少 しずつ学生 は ドイツ語の
響 きに慣れて くる。単 なる観光旅行 であれ,ド
イツに一度で も行 ったことのある学生は,聞 き
取れる速度が断然速 い。つ ま り,聞 き取 り能力
の向上 は,ど れだけ生 きた ドイツ語 を体験す る
かに左右 されるものであ り,そ の体験の質 と量
によって力 に差が生まれるのである。
こういう授業 をしていると,教 師の方 もさま
ざまな問題にぶつか る。た とえば,同 じ文章で
も時 と場所,前 後関係 などで,意 味する内容が
変わって くる場合がある。例文暗記 の問題点が
ここに一つあるわけである。また単語 を辞書 で
調べ てみて も本当のニュアンスの分か らないこ
とが多い。学生 とのや り取 りの中で,そ ういう
ことが幾つ も明らか になって くるのである。 ま
た同 じ内容の ことを 日本語で表現する場合 と,
ドイツ語で表現する場合 とで は,表 現形成の発
想 その ものが まった く異 なっていて,日 本語 を
その まま ドイツ語 に移 して も絶対 に通 じない こ
とがある。
これらの問題 を授業 を通 して学生 と共 に解決
しなが ら,状 況 にあった表現パ ターンを学生 に
身 に付けさせれば,本 当に相互理解の行 き届い
た コミュニケーションを ドイッ人 と結ぶ ことの
で きる技能が,学 生に育って くるであろう。
b.コミュニケ ー シ ョン教育 の 目指 す もの
コ ミュニケ ー シ ョンとは相 互 理解 の営 み で あ
る。 した が って,相 手 方 に伝 え るべ きこ とが こ
ち らにあ って,初 め て成 り立 つ行 為 で あ る こ と
を忘 れ ては な らない。これが前提 で ある と共 に,
また辿 り着 く先 の 目標 で もあ る こ とを,教 師 も
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学生 もしっか り確認 してお く必要があろう。
日本人が外 国語 での コミュニケーシ ョンを得
意 としてい ないといわれるのは,外 国語の能力
が低 いこととはまた別の根拠か ら来てい る。私
たち 日本人 は従来,自 分の考 えを論理的 に構成
して人 に示すこ とを,一 種の社会 的タブー とし
てきた結果,自 分 の考えをまとめて,そ れを筋
道 を立てて分 りやす く話す訓練 を,日 本語で も
ほとんどしていない。む しろその反対 に,い ろ
いろなことを断片的に並べ,最 終 的にそれ らの
総合 として話 し手の意図が何 とな く伝 わるとい
う話 し方や,ま ず友好的な雰囲気 をつ くること
から始め,そ れか ら少 しずつ本題 に入るとい う
話 し方が良い とされているらしい。そのために,
自分の考えを相手に伝 える目的でのコミュニケ
ーシ ョンその ものに,ほ とん どの学生が慣れて
いないのである。 自国語で コミュニケーシ ョン
をすることに慣れていなくて,ど うして外国語
での コミュニケーシ ョンが可能であろうか。 こ
の事実 を具体的に学生 に認識 させない と,外 国
人 とコミュニケーシ ョンをする必要その ものが
感 じられず,意 欲 もまた湧いてこないであろ う。
この欠陥を意識的に是正するために,あ る状
況下で他人 とコミュニケーションをする情景 を,
各 自がいつ もいつ も心に思い描 くように指導 し,
その折 の話の持って行 き方や論理の構成のや り
方な どを,日 本語で よいか ら練習 してお くと,
非常 に役立つ。 また外国人 との コミュニケーシ
ョンに成功す るために,相 手 に日本人の心理 を
分 からせ る必要が しば しば生 じるが,そ れを可
能にするにはa自 分の国の文化 や伝統や感情生
活の特性 などについて,常 に明確 な説明が出来
るように,日 ごろか らしっか りした見識 を養 っ
ておかなければならないQ
教 師 と学生 がこの点の認識 を欠いていては,
真の コミュニケーシ ョン教育が成 り立 たない。
またこのことを正 しく認識すれば,こ れまでの





外国語教育 においていわゆる 「ネーテ ィヴ」
の先生が果たす役割は大 きい。これは疑問のな
い ところで,学 生が,学 んでいる外 国語の生 き
た発音に親 しみ,そ の言葉を母国語 として話す
人間に慣れるために,外 人教師は貴重 な存在で
ある。
しか しコミュニケーシ ョンの技法 を身につけ
るための授業の場合 には,こ れ までに繰 り返 し
て述べた ように,二 つの国の生活習慣 と文化の
性格 を同 じ程度 に自分 の ものにしている教 師で
ない と,学 生にとって本 当に大切 なことを教 え
ることがで きない。いわゆるネーティヴの外国




ときは ドイッ人 とな り,必 要なときには 日本人
となるだけの能力があることが望 まれ るのであ
って,そ うであれば,日 本人であろ うと ドイッ
人であろうと,同 じことだと言い換 えて もよい。
筆者 はこの観点が外国語教育 に責任 を持つす
べ ての人々に理解 され,受 け入れ られ,制 度 と
して実現 してゆ くことを期待 している。
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